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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月24日(2011.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のトランジスタを有する出力回路と、
　第２のトランジスタを有し、且つ前記第２のトランジスタの閾値電圧を取得するモニタ
ー回路と、
　順方向バイアスの電圧または逆方向バイアスの電圧を選択し、且つ前記逆方向バイアス
の電圧が選択される時間を、前記閾値電圧を用いて決める閾値制御回路と、
　選択された前記順方向バイアスの電圧または前記逆方向バイアスの電圧を、前記第１の
トランジスタのゲート及び前記第２のトランジスタのゲートに与える電源制御回路と、を
有することを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　第１のトランジスタを有する出力回路と、
　第２のトランジスタを有し、且つ前記第２のトランジスタの閾値電圧を取得するモニタ
ー回路と、
　順方向バイアスの電圧または逆方向バイアスの電圧を選択するコントローラと、
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　前記閾値電圧を用いて前記逆方向バイアスの電圧が前記コントローラによって選択され
る時間を決める演算回路と、
　選択された前記順方向バイアスの電圧または前記逆方向バイアスの電圧を、前記第１の
トランジスタのゲート及び前記第２のトランジスタのゲートに与える電源制御回路と、を
有することを特徴とする表示装置。
【請求項３】
　第１のトランジスタを有する出力回路と、
　第２のトランジスタを有し、且つ前記第２のトランジスタの閾値電圧を取得するモニタ
ー回路と、
　順方向バイアスの電圧または逆方向バイアスの電圧を選択するコントローラと、
　前記閾値電圧の変化量と前記逆方向バイアスの電圧が選択される時間との関係のデータ
が記憶されたメモリと、
　前記閾値電圧及び前記データを用いて、前記逆方向バイアスの電圧が前記コントローラ
によって選択される時間を決める演算回路と、
　選択された前記順方向バイアスの電圧または前記逆方向バイアスの電圧を、前記第１の
トランジスタのゲート及び前記第２のトランジスタのゲートに与える電源制御回路と、を
有することを特徴とする表示装置。
【請求項４】
　第１のトランジスタを有する出力回路と、
　第２のトランジスタを有し、且つ前記第２のトランジスタの閾値電圧を取得するモニタ
ー回路と、
　順方向バイアスの電圧または逆方向バイアスの電圧を選択するコントローラと、
　前記閾値電圧の変化量と前記逆方向バイアスの電圧が選択される時間との関係のデータ
が記憶されたメモリと、
　前記閾値電圧及び前記データを用いて、前記逆方向バイアスの電圧が前記コントローラ
によって選択される時間を決める演算回路と、
　前記逆方向バイアスの電圧が前記コントローラによって選択される時間を計測する計測
回路と、
　選択された前記順方向バイアスの電圧または前記逆方向バイアスの電圧を、前記第１の
トランジスタのゲート及び前記第２のトランジスタのゲートに与える電源制御回路と、を
有することを特徴とする表示装置。
【請求項５】
　請求項３または請求項４において、
　前記メモリは不揮発性メモリであることを特徴とする表示装置。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれか１項において、
　前記第１のトランジスタ及び前記第２のトランジスタは、極性が同じであることを特徴
とする表示装置。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項５のいずれか１項において、
　前記第１のトランジスタ及び前記第２のトランジスタは、極性が同じであり、且つ酸化
珪素よりも誘電率の高い絶縁膜を用いたゲート絶縁膜を有することを特徴とする表示装置
。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項７のいずれか１項において、
　前記出力回路を有する駆動回路から信号が入力される画素部を有することを特徴とする
表示装置。
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